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平成 18 年 3 月期業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 8 月 1日発表の業績予想数値および平成

17 年 5 月 17 日発表の配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想（個別）の修正 

(1) 平成 18 年 3 月期の中間業績予想数値の修正(平成 17 年 4 月 1 日～9 月 30 日) 

営  業  収  益 経  常  利  益 当 期 純 利 益 

前回発表予想(A)(平成 17年 8月 1日) １１，０００百万円 ２，９００百万円 ２，４００百万円

  今 回 修 正 予 想（Ｂ） １１，５００百万円 ３，８００百万円 ３，３００百万円

増  減  額 （Ｂ－Ａ） ５００百万円 ９００百万円 ９００百万円

  増      減      率 ４．５  ％ ３１．０  ％ ３７．５  ％

前期実績(平成17年3月期中間) １１，５６４百万円 ２，６０９百万円 １，９０９百万円

 

(2) 平成 18 年 3 月期の通期業績予想数値の修正(平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日) 

営  業  収  益 経  常  利  益 当 期 純 利 益 

前回発表予想(A)(平成 17年 8月 1日) ２２，０００百万円 ４，８００百万円 ３，７００百万円

  今 回 修 正 予 想（Ｂ） ２３，０００百万円 ６，５００百万円 ５，１００百万円

増  減  額 （Ｂ－Ａ） １，０００百万円 １，７００百万円 １，４００百万円

  増      減      率 ４．５  ％ ３５．４  ％ ３７．８  ％

前期実績（平成 17 年 3 月期） ２４，０７０百万円 ４，７７１百万円 ３，４００百万円

 

(3) 修正の理由 

上半期、高水準で推移した制度信用取引残高を背景に、主力業務である貸借取引の貸付金  

残高が当初予想を大きく上回っていることに加えて、貸付有価証券残高も高水準で推移してい

ることによるものです。 



 

２．配当予想の修正 

上記業績予想の修正に伴う配当予想につきましては、配当性向４０％程度（単体）を基準に

利益還元する方針（平成 17 年 5 月 17 日付平成 17 年 3 月期決算短信にて公表）としております

ので、この方針に基づき中間配当および期末配当予想をつぎのとおり増額修正いたします。 

１株当たり 

中間配当金 

１株当たり 

期末配当金 

１株当たり 

年間配当金 

前回発表予想(A)(平成17年5月17日) ７円 ７円 １４円

  今 回 修 正 予 想（Ｂ） １０円 １０円 ２０円

増  減  額 （Ｂ－Ａ） ＋３円 ＋３円 ＋６円

前期実績（平成 17 年 3 月期） － １４円 １４円

なお、中間配当金につきましては、平成 17 年 11 月中旬開催予定の取締役会において正式に

決定いたします。 

 

以  上 

 

 


